




退院援助は、 日本に医療 ソーシャルワークが導入されて以来取 り組まれてきた医療
ソーシャルワーカー(以 下、MSW)の主要な業務の一つである。これまでの歴史の中
で、MSWは、社会問題 としての生活問題の解決に取 り組む実践を積み重ね、実践の中

















上武が 「不治永患」(1)という言葉で表現 したような、慢性疾患や気管切開や酸素吸入 といった
医学的管理を必要としながら在宅で生活を送るという人 も増加 してきた。これは、病院の中に
あった医療が、病院の外、すなわち個々人の生活の場である家庭と地域で行われるようになっ








そして今 日MSWは、病院の経営方針 と 「通い慣れた病院で治療を続けたい」「誰 も介護をし
て くれる人がいないので、入院 していたい」といった患者 ・家族の問に立ち、従来の医療ソー
シャルワークの機能だけでは、患者 ・家族の生活問題の解決を援助 しきれない現実にしば しば
直面し、「患者 ・家族の人権を守る」 というMSWの基本的な姿勢が維持できない、 という経験
をしている。これは、患者 ・家族が必要 とするソーシャルワークが提供されないという問題 と
同時に、MSW自身のアイデンティティを揺るがす事態であり、このようなジレンマの中で燃え
尽 き、現場から離れていくMSWも後を絶たない。
退院援助は、先述 した通 り、医療ソーシャルワークが日本に導入されて以来、MSWが取 り組
んできた主要な業務の一つである。そして医療 を取 り巻 く制度の変化の中で、退院援助の必要
性や重要性は増してきてお り、またMSW自身の関心 も高まっている。 しかしながら、今 日まで
退院援助についての明確な定義は無 く、そして援助の困難性 も解決 しきれていない現状がある。
本論では今 日までのMSWによる退院援助の変遷を追いながら、退院援助 とは具体的にどのよう


















れた。この当時のMSWは、医療保障の不足 と貧困問題 とが関わ り適切な医療が受けられない患
者や家族の経済的問題を中心に相談援助活動を行っていた(4)。
中島さつきによると、済生会社会部の創設当時の事業内容は、1)救 済事業、2)相 談事業、
3)各種社会事業施設との連絡、4)調 査、5)教 化事業、6)慰 安事業、7)売 店、8)そ






ある(6)。この中の 「保健所運営指針第14章」に、「医療社会事業の職務において」 という項 目が
ある。ここでは、患者 ・家族が適切な医療を受けられるように援助行 う、といった記載があっ
たが、今日一般的に 「退院援助」と呼ばれる業務 と関わる内容は記 されてない。これは保健所
所属のMSWが、直接 「退院」 という契機に関わることが少なかったのではないかと思われる。
その後には 「メジカル ・ソーシャル ・ワーカー執務基準(以 下、「執務基準」)(全国社会福祉
協議会1952年)が発表された。これは、全国社会福祉協a会(以 下、全社協)主 催の医療社




社会福祉施設と連絡して、社会へ帰 りやす くしてやる」 という記述が見られる。先ほどの保健




























この内容は 「社会復帰への援助」 という捉え方として読み取ることができる。そ もそ も退院
とは 「入院していた患者が治って病院を出る」ことを指す(11)。しか し、 どんなに医学が進歩し
ても、患者は何 らかの障害を持っていたり、継続治療が必要であったりする状態の中で退院を
してい くことがある。従って、疾病や障害を持ちなが ら 「退院」 し、その後の自らの生活 をど
のように再構築するのか、という課題に取 り組む必要がある。退院する際に、患者はや家族の
心理面 ・社会面 ・経済面にどのような生活問題が起 きて、解決のためにはどのような援助が必
















とし、患者や家族 とともに歩 もうとするMSW像を描 き出した。









・ 退院準備、在宅療養のため、医療機関 ・保健所 ・福祉事務所 ・児童相談所などとの連絡
・ 退院準備のため、心身障害者更正相談所などに相談 ・判定のために患者に同行
・ リハビリ施設、福祉施設に患者 ・家族と同行するなどして入通所の援助
















































本格化 し始める。それと同時に 「退院援二助」に関する研究 も活発 となり、1996年には 『退院計
画』(手島陸久編著)が 出版された。手島は 「病院を退院する個々の患者に適切な療養の場を相
談 ・確保 したり、必要なサービスをコーディネー トする機能の必要性はまだ認知されておらず、
患者 ・家族だけに責任が押 し付けられているのではないだろうか」と述べ、「個kの 患者 ・家族
の情況に応 じて適切な退院先を確保 し、その後の療養生活を安定させる為に、患者 ・家族への
教育指導や諸サービスの適切な活用を援助するように病院においてシステム化 された活動 ・プ
ログラムが退院計画(DischargePlanning)である。」 と規定した(17)。
また 『医療 と福祉』では1996年に 「転院援助」、1997年に 「地域への退院援二助」 という特集









般的に問題とされている領域が退院援助に関わるもの」 と指摘 している。そして 「退院援助」
を行うソーシャルワーカーが直面するジレンマは 「病院サイ ドの要請と患者サイ ドの訴え、ニ
ー ドとの狭間に立たされる」 ことが関係 している、とした。そ して医療制度が激変する今 日、







































い くつかの問題点がある。例えば 「退院援助」においても 「療養中の心理的 ・社会的問題の解
決、調整援助」で定める業務 を行ってお り、 また同時に 「受診 ・受療援助」 も行っている(21)。
また、「業務指針」には、業務の具体的な手順については述べ られていないため、実際のMSW












するなど、今 日の医療制度や患者 ・家族の視点を踏まえなが ら 「退院援助」が抱 える問題を提
起 しているをしている。
特 に 「転院問題を考える会」による 『第2回転院問題報告書』では、患者 ・家族へのアンケ
ー ト調査を行って、現在の医療制度によって転院や退院を迫 られる患者 ・家族は、多大な負担
を背負っていることや、先行 きに大 きな不安を抱えている実態 を明らかにした。特にこの研究
は、実際に 厂退院援助」を受けて転院した患者 ・家族からみて、MSWの援助が役立ったのかど
うか、 ということを考察 している。このように退院後の患者 ・家族の声をとり上げた研究は他
に例がないため、非常に貴重である。また、報告の中には患者 ・家族にとってMSWの援助が










先章で整理 した通 り、MSWが取 り組んできた 「退院援助」は、医療制度の変化や、MSW自










に従って論 じられていることが多い。しか し先述 した通 り、「業務指針」における 「退院援助」





いう定義があるが、これは後述する 「退院計画」の内容 と重複 してお り、これ と類似する定義
は他にもい くつか見られる(30)。








題Jと いう説明がある(33)。しか し、この念 も瞹昧で、この定義では 「退院問題」が患者 ・家族
にとっての問題なのか、転院を進めようとするMSWや医療機関にとっての問題 としてなのか判
断できない。また 「退院問題」と 「社会的入院」が同義語のように使われている場合 も見 られ




として把握 される必要がある。また、「治療の必要でない」 という患者の状態が どのようなもの





まず 「退院問題」 とは 「退院」を困難にさせるさまざまな生活問題を指す。その中には貧困
をは じめとする経済的問題、介護問題、住環境問題などがある。ややもすると、MSWはクライ











患者 ・家族の主体形成をも援助 してい く、ソーシャルワーク実践
にさせる生活問題は、患者 ・家族の生活の歴史と密接に関係しているのだから、「退院問題」を、
医療制度をはじめとする様々な社会の仕組みと関係 している 「生活問題」として捉える視点が
非常に重要となる。また、「転院問題」や 「社会的入院」は、「退院問題」 と同一 としては扱 う
べ きではない。前者は、「転院問題を考える会」の指摘の通 り、患者 ・家族の主訴ではなく、病





そして 「退院援助」は 「退院計画」などの手法を用いて、「退院問題」 として表出した生活問
題の解決をすすめる医療ソーシャルワーク実践 と定義する。医療ソーシャルワーク実践 として
の 「退院援助」には、単に問題のアセスメントと解決、あるいはニーズ とサービスの結びつけ




「退院援助」や 「退院計画」という概念は、1980年代以後 ようやく一般化 してきたものであ
り、まだそのシステムは全ての医療機関に定着 しているとは言い難い。特に、「退院計画」にお
ける対象患者のスクリーニングは不十分である。それは、これまで医師や看護師、MSWが問題
に気づいて援助が開始されていたが、この 「問題の気づ き」には一定のルールはなく、彼 らの
問題意識によって、患者 ・家族の生活問題が認識されていたという傾向がある。 しかし、 この
「気づ き」は、それぞれの豊富な実践の中か ら見出されたものであり、従って、この中からスク








はげ しいかたちでそれが現象 している局面である」(37)と説明したが、医療 と生活問題の関わり
を踏まえなが ら患者 ・家族の生活全体を理解 し、社会問題 として生活問題を捉える視点こそ、
MSWの専門性を発揮する上で必要不可欠なものであ り、この視点からの理論構築が求め られて
いる。
さらに 「退院計画」を利用 しながら 「退院援助」を実践 してい くとき重要なポイントとなる
のは、生活問題を捉 えるアセスメントである。患者 ・家族が生活問題を抱えるに至る経路 と疾
病の発生経路 とは、深いかかわ り合いがあると同時に、患者 ・家族は問題を複数抱えてお り、
さらにそれ らが絡みあって複雑化 していることが多い。大野勇夫は 「経済的側面を土台として
それと心身機能の側面、心理的側面、社会的側面などの生活の側面が相互に規定 しあい問題を
重層化 している。相互に規定 しあいながらいわば錐揉み状態に生活内容が低下 していくのであ
る」(38)と、医療 と生活問題の複雑かつ密接な関わ りを指摘 している。生活が多面的で重層性を
もつものであるために、疾病が生活に及ぼす影響は大 きくなり、 また逆に生活の困難さが疾病
を生み出す要因ともなる。患者 ・家族の抱える問題を単なる介護ニーズや経済的ニーズといっ
たものに分割するのではな く、患者 ・家族の生活歴とその時代背景や、また患者 ・家族のライ
フステージにおける課題、さらに趣味や娯楽といった余暇につながるもの、すなわち患者 ・家
族の生活を構成する全ての要素を生活全体 として捉える視点が求められる。さらに、生活問題

















えた影響 を十分 に把握 で きていない。 また 「退 院援助」 だけで な く、医療 ソー シャル ワー クに
関す る研究 においては、MSW側 か らの研究 は多 くな されてい るものの、患者 ・家族側か らみ た
医療 ソーシ ャルワークについての検証 はまだ少 ない。 とくに 「退院援助」 についての検証では、
退 院する まで の過程 につ いては詳細 に研究が な されてい るが、そ の後 も続 いてい る患者 ・家族
の生活に対す るフ ォローはほ とん どなされ ていない。今後の研究 では、 この ような 「フォロー
ア ップ」 によって、 退院後の患者 ・家族 の生 活実態 を捉 えてい くこと、そ してその 中で 「退 院
援 助」の効 果について振 り返 る必要 があ る。 さらに、患者 ・家族 とMSWが 恊働 して、「転 院問
題」や 「社会 的入 院」 とい った社会的 問題 の実態把握 と、 それに対 す る社 会的解決方法 をつ く
りあげていかねばな らない。
医療保険 だけで な く、介 護保 険制 度、 障害者 自立支援 法 において も 「応益負担」が導入 され、
様 々な生活問題 を抱 える人たちの くらしの保 障が 日々後退 してい る。 この ような時だか らこそ、
誰 のための、何 のための医療 ソーシ ャル ワー クなのか、MSWと して何 を援助 しなければいけ な
いのか、 とい うことを今一度澗 いなおさな ければな らない。今 こそ、患者 ・家族 の立場にた っ
た医療 ソーシャルワー クの構築が求め られてい るのであ る。
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